
嬉野市美食の温泉地づくり支援事業補助金交付要綱 

令和６年１月９日 

告示第１号 

（趣旨） 

第１条 この告示は、美のテーマに基づき地域の食材・食器を活用した食の高付加

価値化を促進し、自店で提供する料理及び使用している食材・食器に関するパン

フレット又はお品書き（以下「パンフレット等」という。）を作成することで、

地域の魅力をアピールし、より多くの人々に美の体験を提供する宿泊施設及び飲

食店に対し、予算の範囲内において補助金を交付することについて、嬉野市補助

金等交付規則（平成１８年嬉野市規則第４２号。以下「規則」という。）に定め

るもののほか、必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この告示において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に

定めるところによる。 

（１） 「宿泊施設」とは、旅館業法（昭和２３年法律第１３８号）第３条第１

項に規定する旅館業を営む許可を得た施設をいう。 

（２） 「飲食店」とは、食品衛生法（昭和２２年法律第２３３号）第５５条第

１項の規定による「飲食店営業」又は「喫茶店営業」の許可を得た施設をいう。 

（補助対象費用等） 

第３条 補助金は、パンフレット等の作成に要する費用について交付するものとす

る。ただし、既存のパンフレット等を単に増刷する費用を除く。 

第４条 補助金の交付の対象となるパンフレット等は、嬉野市の産品を少なくとも

一つ以上使用し、画像、イラスト等を用いて魅力的かつ分かりやすく紹介を行い、

地域の活性化に資するものであることとする。 

（補助金の額） 

第５条 補助金の額は、補助対象費用の２分の１以内とし、１０万円を限度とする。

この場合において、１，０００円未満の端数が生じたときは、これを切り捨てる

ものとする。 

（補助金の交付申請） 

第６条 補助金の交付を受けようとする宿泊施設及び飲食店（以下「補助対象者」

という。）は、規則第５条に規定する補助金等交付申請書に必要書類を添えて、



市長に提出しなければならない。 

（補助金の交付決定） 

第７条 市長は、前条の申請書を受理した後、審査の上、補助金の交付を決定する。 

（事業変更等） 

第８条 補助対象者は、パンフレット等の内容を変更する必要が生じた場合又はや

むを得ない事情によりパンフレット等の作成を中止する場合には、規則第９条第

１項に規定する補助金等事業計画変更承認申請書に必要書類を添えて市長に提出

し、その承認を受けなければならない。 

（実績報告） 

第９条 補助対象者は、パンフレット等の作成が完了したときは、直ちに規則第１

５条に規定する補助金等実績報告書に必要書類を添えて、市長に提出しなければ

ならない。 

２ 前項の補助金等実績報告書の提出期限は、パンフレット等の作成完了後３０日

以内の日又は補助金の交付の決定に係る年度の３月末日のいずれか早い日までと

する。 

（補助金の取消し及び返還） 

第１０条 市長は、補助対象者が補助金の交付の内容又はこれに付した条件に違反

したときは、補助金の交付決定の全部又は一部を取り消すことができる。 

２ 市長は、前項の規定により補助金の交付決定を取り消した場合において、その

取消しに係る部分に関し、既に補助金を交付しているときは、期限を定めてその

返還を命じるものとする。 

（その他） 

第１１条 この告示に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

この告示は、公布の日から施行する。 

 


